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･1 ､＼ '1', .I
～8.DDT粉剤のイエpは 成島にたいする毒性について,と(比況塩酸またよる9,9'-DDT･虎JL措
集との比較｡殺晶刑の生物群坊にかんする研究｡欝ⅠⅩ報
一 長沢純夫_･高野武之助 (ー京都大学化学研究所武居研究室)25:2.1-)受理. ■●
/
1･早 宮 - うとして･実数を計回し･施行したものである｡牧山
この研究はDDpT粉剤の有効度を性物学的に定足 剤のひとつの依田形態として近年粉剤の利f7研兜は'
するための方法を見出す目的と, さきに高野 順 凹 / いちぢ･aしい進歩を見たが,これl=_ともなってこれら
(1949)によって轟義半られた, 股塩酸の方法による･:･の生物試験法にふんナる研究も･_また多′くの人々によ ●
3',L'-DDTーの定立結果がこれと一致するか否かをしろ つて返行されて･いる｡･`古くは Campbel皮 Filmer1
46■


























































Ⅳ.臭 所 持 果一i:■
前記の生物'H吸法によ.りえられた,各軸 の処理時
､問 (T5'と致落下僻 坪 数甲(PK)と?田係を毅示す
ると,第1義の如くで,また眺拭軸 の♪,P'-DDT含
有率は,･-脱塩酸法によ争化学.Rt丘の出来と;.軸流調鶴




















下仰房虫改革 PKを正射 消 変差.♪h･1こ変換して, ,
その回滞方程式 ′
･.轟音 (i- ･l-e) . ～
をもとめる三ととする.一ここでjO-は中央値ア丑落下･
･伸輔虫敷革分布曲視のそTドの値の対批 COは変換 ･
8.才亘 抵抗性 の正規今布鵬 抑腰部 位 である｡亘れ`
′ 47
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利 け るJr I
折等糞.､時間一致落下伸輔虫数率等 (トL,A)鎖圧J.
固燭娘の '6,0.,㌔,T｡(min･)ぉよぴ Xヲ試 l
-1 陵の′Prの数値 (h-一自由旺)0
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第3衷 希粉剤間の りこ関する X!試扱Pr ､～
の数値 (n=ゴ1)○
(2)淑 一致落下仰持血戦率曲乱 '前頴において丑 .
死作用独立の仮設が充分成立する=-とをしったが,こ
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'第5衆 時間磯 党中央致落下仰蛸虫汲牢固同税 ･
. の 〃および k｡
G血 .;I)kLritb 【c)
タ,p･-1jDT 粉剤の時陣 改変中央致落下伸輔 ･








































































お震 :′ .､ - ､`､
.第6表 DDT粉剤のイエ.'Llこたいす去癖 扉 ~







.1弟7責 Blissの probit母位による時間一致落下仰軸虫敷革 (TIPA･)曲税一次変換の操作をほどこ
･tlてもとめた各粉剤の回惜方程式とそれに附髄する 2,3の数値
第 8表 各粉剤奄結対有効度にかんする諸現の数伯 ′
S IA I8l､C ID






















































































隼を記鎖した｡･11琴卸こうぎ10回の垂 を く柑 え









･はまる (妨2,拷 )o L
､(3)時粁 改段致落下仰持虫数率の関係は'iostwald
(1!氾7)の Cnil-k の式に一致し,.(T-PK)e曲松よ .
















































































cu r.Yes 'd evelopedbyBliss(Tables2 an d 4). ～
(4). 廿 herelationbetw'eehtimean d concentra･.～
tion is in＼goodfitwiththeequation of O stwald
(1907);c nt-A.The･1tvTOhedianknock d o ふ n tiふ e-/ 1
con centrationregressioふlines,onecom pu ted from ′I
th e (T -P K)a,Cdrves品Ldthe占th;er fr om (C IP A,)T
curves, coincidewitheachother ,ap proxim ately;-_,
Theequations'ofthesetworegression lincs.arc
(15)･Therelationam車glogtim te(I),log c?n ･
centration(x)andkn'ockdoynlpFrCen tagein term s
ofprobit(y)isrepresentedby tile.equatio n.
Iし 一'






































































杓二相 ヒ淡窮 (Car'bondisJIRde,CS2)及び オ,Yソ
ジ- ｢ルヤ ゼ)(Ortho-dichlorbenzene･C6H4ClZ)
｡酬い , コ.ク･/ウ Cdla"drao,y～aeL･'及加古の近株
軽のココクーヅ ウ Cal占'drasasah･'irl'8kahashiの食餌
を変る許によt)共の栄養状協を変化せしめて比等の内
燃誘剤に対する抵抗性をしらべた｡･同一柾効の昆虫の
抵抗比のお尻を吐ずる打田を約ずるのは;荊る和頓の
比山の拭杭牡の凸タi･を弊fる用例を言論ずるよl)'も容易
でありその解析が容易であると考えたからである｡
従凪 比虫の架丑と照茶利に対する抵抗性とを論じ
たものL土Quayle(1920),Richardson,andCasahgleS
(I(甲等)等の研究がある｡Quayle(1920)は柑橘の果
実に附いている或る種のカイガヲムツは英や枝に附い
ているものよ-I)殺す事が困難であると述べている｡
Ric'halrdso?andCAsanges(1b42')は3つの異?た寄主
植物で飼育した誓 アカ77'ラ.Lシ MyE･LS3'gsZ'cae
sulzerはニコチソの怯議に対して抵抗性が著し'(央
* 京都大学農学部昆虫学研究茎葉既第188号
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